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今週は、課題テスト(１・２年)、チャレンジテスト・実力テスト(３年)が実施されました。夏休みの努力

の成果を発揮できましたか？本格的に始まり、さらにテストもあったこの１週間、少し疲れが出るかもしれ

ません。週末ホッと一息ついて、来週に備えてください。列島では『ニンバス』が流行しているというニュ

ースもよく聞きます。｢またか｣と思うかもしれませんが、手洗い・うがい・手指の消毒を心がけてください。 

取石中学校夏季研修 ～つながりを育てる～             

さて今週号も、先日（８月２６日）に実施いたしました、取中夏季研（講師：ＳＣ辻󠄀麗子先生）

より、今回は『しかる』と『ほめる』を心理学的観点から『しかる』 

について紹介します。 

＜実験 算数のテストを５回実施＞ 

褒 試験のたびに褒められ続けるグループ 

叱 試験のたびに叱られ続けるグループ 

無 何も言われないグループ   発達心理学者 エリザベス.Ｂ.ハーロック 

 

＜結果＞ 

褒 ２日めは ５％向上、最終７１％向上した 

叱 ２日めは２０％向上、次第に効果低下 

無 ２日めは ５％向上、その後、変化なし 

＜『しかる(叱る)』について＞ 

｢子どもを叱ることと自分の怒りをぶつけることはどう違いますか？｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『しかる』のよいところ            

○即時性 ×持続性 

△自主性 ×主体性 

 扁桃体…恐怖や不安など｢情動の

司令塔｣として働く。外部からの脅

威やストレス刺激を察知すると、

偏桃体が興奮し、自律神経やホル

モン(コルチゾールなど)を介し、

闘争・逃走反応を引き起こす。 

｢ほめる｣と｢しかる｣の

両方の長所をうまくつ

かえば、子どもたちの成

長に繋がる！ 


